
エイチ・ホルスタイン株式会社
UV・近赤外・ブルーライトケア原料

・ZinClearシリーズ：マイクロサイズの酸化亜鉛。酸化チタンとの組み合わせ
無しでSPF50+、PA++++可
・HerbaProtect NOX：エゴマ、ザクロ、カカドゥプラムのエキス混合物。日焼
け前と日焼け後のUVダメージ緩和。DNAダメージも保護。
・InfraGuard/KeraGuard：ヒマワリ芽エキスとタラ豆のエキス混合物。近赤外
やブルーライト、汚染物質からの肌の保護。毛髪保護能もあり。
・Natura-Tec Abysoft：被膜効果の高いクランべアビシニカ種子油へフィトス
テロールをつけて効果を高めたもの。毛髪保護能。
・PhytoCellTec Solar Vitis：ブドウ幹細胞エキス。UVや酸化ストレスからの幹
細胞保護。
・Carotolino：ブルーライト吸収、ブルーライトによる酸化ストレス保護。健
康的な肌の色を生み出す。
・SunActin：ヒマワリ芽エキス。UVダメージの保護。SPFブースター。
・AKSOCAVIAR：キャビアエキス（サケ卵エキス）。シミや肝斑改善。
・NEOCLAIR PRO：抗酸化、アンチポリューション、ビタミンD前駆体発現向
上。メラニン抑制。クリアな肌を生み出す。
・Detoxophane/SulforaWhite：スルフォラファン含有のコショウソウ芽エキス。
デトックスと美白効果。
・SENSOCELシリーズ：生分解性セルロースシリーズ。サンケア品への配合で
白浮き抑制。テクスチャー改善。
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ANTARIA社
新規酸化亜鉛 ZinClear XP & IM

エイチ・ホルスタイン株式会社
事業部 井川恵介
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ZinClear XPTM 

高透明度とブロードスペクトラム保護

消費者は近年、太陽光線に当たることによる健康リスクや皮膚老化をますます意
識するようになってきた。同時に、サンスクリーンや化粧品に含まれる化学物質
の安全性に関する懸念も増している。消費者の期待に沿い、随時改定される規制
要件を満たす高品質の製品を安価で提供することは、ブランドオーナーや製造業
者の課題となっている。
ANTARIAの最新技術革新が生み出したZinClear XP™酸化亜鉛粉末は、サンスクリー
ン、日用保湿材、アンチエージングクリームなど、広範なパーソナルケア製品に
おいてそのような課題に応えます。
ZinClear XP™は、サンスクリーン･フォーミュレーションがブロードスペクトラム
保護に関する下記の最新規制要件を満たすように開発されました。
- UVAPF ≥ (1/3) SPF
-臨界波長 ≥ 370 nm
また、ZinClear XP™を用いたサンスクリーン･フォーミュレーションは、以下の特
性を備えています。
- 軽くて快適な皮膚感触
- 究極の透明度
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ZinClear シリーズ製品構成

1. ZinClear XP
・粉末タイプ（酸化亜鉛のみで構成）
・シリコン等によるコーティングなしでも分散性に優れている。
・25%ほどで単独でSPF50を実現可能（白浮きしにくく、25%でもごわつきなし）
・粒子は数μmサイズに凝集しており、多孔質

・サンスクリーン･フォーミュレーションがブロードスペクトラム保護に関する下記
の最新規制要件を満たすように開発。

- UVAPF ≥ (1/3) SPF
-臨界波長 ≥ 370 nm
※XP65COCOという分散タイプもあり; （カプリル酸/カプリン酸）ヤシアルキル、
ポリリシノレイン酸ポリグリセリル-3、イソステアリン酸

2. ZinClear IMシリーズ
50%濃度（55L7のみ55%）に分散済みの酸化亜鉛で4種あり
・ZinClear IM 50AB：C12-15 Alkyl Benzoateへ分散
・ZinClear IM 50CCT：カプリル酸/カプリン酸トリグリセリドへ分散
・ZinClear IM 50JJ：非精製ゴールデンホホバ油へ分散
・ZinClear IM 55L7：ジヘプタン酸ネオペンチルグリコールへ分散

IMは4種とも上記以外にポリヒドロキシステアリン酸、イソステアリン酸含有
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ZinClear XP
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ZinClear XP™は高レベルのUVA保護を提供

酸化亜鉛の吸光度スペクトルは、UVA、UVBの両方をカバー
これは酸化亜鉛という物質固有の特性

ZinClear XP™は、酸化亜鉛が備えるUVA保護性能をさらに高めることを企図して開
発された製品

そのため、ZinClear XP™を単独
で使用した場合でも他のUV吸収
剤と併用した場合でも、サンスク
リーン･フォーミュレーションが
ブロードスペクトラム保護に関
する下記の最新規制要件を満た
すことが可能

- UVAPF ≥ 1/3 SPF
-臨界波長 ≥ 370 nm
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ZinClear XP™は優れた皮膚感触と審美性をもたらす

ZinClear XP™は、フォーミュレーションに対する自由度が高く、紫外線保護のみ
ならず、皮膚感触や審美性の面でも優れた特性を示す製品を容易に作製可能

- ZinClear XP™は粉末なので、分散液製品の場合のように多量のオイルを取り扱

う必要がなく、軽くて快適な皮膚感触を持ったサンスクリーンを容易に作製
可能（W/Oエマルション、O/Wエマルション、クリーム、ゲル、スティック
、オイルなどいろいろな形態で使用可能）

- 単一のUVフィルターとして使用
することも、酸化チタンや有機化学
物質ベースの紫外線吸収剤と併用し
て、UVA保護能力やSPFを高めるの
に使用することも可能

- ZinClear XP™は、透明度が
非常に高いので、最大許容量を
使用しても、皮膚に塗ったとき
に全く白浮きしない審美性の
高い製品を創り出すことが可能
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ZinClear XP™で化学薬品ベースの紫外線吸収剤を代替可能

コストパフォーマンスが高いZinClear XP™を、化学薬品ベースの紫外線吸収剤の
代替として用いることで、サンスクリーンに数多くの利点をもたらす

- オールミネラル、オールナチュラル紫外線保護（単独使用または酸化チタン
と併用した場合）

- 化学薬品ベースの紫外線吸収剤を用いた場合と比べて遜色のない審美性

- 高い光安定性（安定化剤不要）

- シンプルなフォーミュレーション（ZinClear XP™単独でブロードスペクトラム
UV保護達成可能）

- 敏感肌にも適応した紫外線保護（皮膚障害をもつ患者や化学物質ベースのサ

ンスクリーンにより感作や炎症が起こる人は、酸化亜鉛を用いたサンスクリ
ーンを使うよう、多くの皮膚科医が推奨しています。）
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ZinClear IM
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サンケアにおける技術革新

ZinClear IM®は、Antariaの革新的技術が生み出した高透光性酸化亜鉛（ZｎO）分散
液で、多種多様のサンケア製品、スキンケア製品、化粧品に使用可能。

ZinClear IM®の特長
-究極の透明度
- ミネラルベースで光劣化しない紫外線保護

製品の種類
ZinClear IM® 分散液は、パーソナルケア業界の多様なニーズに対応すべく開発され
た製品で、エモリエントが異なる４種類から選択可能

・ZinClear IM 50AB：C12-15 Alkyl Benzoate（大衆市場向けサンケア製品で広く使用
）

・ZinClear IM 50CCT：カプリル酸/カプリン酸トリグリセリド（オールナチュラル、
NPA； Natural Product Association認可済）

・ZinClear IM 50JJ：非精製ゴールデンホホバ油（オールナチュラル、NPA； Natural 
Product Association認可済）

・ZinClear IM 55L7：ジヘプタン酸ネオペンチルグリコールへ分散（特注扱い。軽め
で乾いた感触、抗酸化亜鉛含有率）
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究極の透明度

ZinClear IM®では、画期的なインデックスマッチ（Index-Match™）技術を用いて、皮
膚に塗ったときの高透明度を達成。
ZinClear IM®中の酸化亜鉛粒子は、独特の多孔質構造をもち、粒子とエモリエントの
屈折率のマッチングが良好なため、非常に高い透明度が得られる。
この革新的技術により、ZinClear IM®の透明度は、無機質ナノ材料をベースにした第
一世代の製品を凌駕。
下のグラフは、ZinClear IM®と他社製酸化亜鉛製品の透明度を比較したもの

また、下のドローダウンチャート
は、ZinClear IM®と他社製品の
パフォーマンスを比較したもので
ZinClear IM®分散液が業界随一
の透明度を持つことを示している
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真のブロードスペクトラムUVフィルター
ヨーロッパにおけるUVAPFに対する要件（UVAPF≥1/3SPF）、アメリカ等の諸国に
おける臨界波長に対する要件（臨界波長≥370nm）など、UVA保護に関する最低要
件が規制機関によって定められている。
ZinClear IM®を単独のUVフィルターとして使用したフォーミュレーションでも、
これらの要件をすべて満たすことが可能。
また、ZinClear IM®を他のUV吸収剤と併用すれば、高いUVA/UVB比を維持しなが
ら、SPFをさらに高めることが可能。

高含有量で使用可能
酸化亜鉛は本質的に安全性が高いため、フォーミュレーション中25 ％といった高

濃度で使用可能。この濃度は、他の認可済化学物質ベース紫外線吸収剤の許容濃
度よりはるかに高く、酸化亜鉛だけを活性成分として用いて非常に高いSPFを達
成することができる。
さらに、ZinClear IM®は透明度が非常に高いため、高濃度で使用しても、皮膚に塗
ったときの白浮きが問題になることはない。
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酸化亜鉛だけで高SPF達成

フォーミュレーションに関するノウハウとSPFブースト技術の改良により、
ZinClear IM®だけを用いて高SPFを達成することが可能になった。
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光安定性：持続する高レベル紫外線保護

規制機関が規定したSPF試験法では通常、試験に先立ってサンスクリーンのサン

プルに対して予備的な紫外線照射を行わなければならない。これは、製品が太陽
光にさらされても、紫外線保護効果を失わないことを確認するためである。

汎用の化学物質ベース紫外線吸収剤は、本質的に光安定性を欠いているものが多
く、紫外線にさらされると保護効果が失われていく。
フォーミュレーション中のZinClear IM®は、光安定性が高く、信頼性の高い紫外線
保護効果が持続する。
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ZinClear IMは多彩な用途に対応

・低刺激性サンスクリーン

・敏感肌用サンスクリーン

・オールナチュラル･サンスクリーン、ミネラルオンリー･サンスクリーン

・乳児、幼児用サンケア製品

・他の紫外線吸収剤と組み合わせた大衆市場向けサンケア製品

・日用化粧品、ファンデーション

・紫外線保護機能を備えた日用保湿剤

・リップクリーム



HerbaProtect NOX – Sun and after Sun Protection



UV-A は肌老化を加速させる

Source: www.wallstreetjournal.com





Scientific Background

Premi et al. Science (2015), Vol347, Issue 6224, p 842ff

Chemiexcitation: 

Generation of reactive molecules

DNA photoproducts: 

DNA damage



Assessment of UV induced DNA damage in mice

http://news.yale.edu/2015/02/19/sunlight-continues-damage-skin-dark

DNA Photoproducts: CPD:  Cyclobutane Pyrimidine Dimers



International Resonance



Take Home Message

• UV による肌のダメージは日光に当たった数時間後でもまだ発生しうる



Proposed mechanism of action by Premi et al. 

Premi et al., Chemiexcitation of melanin derivatives induces DNA photoproducts long after UV exposure, Science 347:842-847, 2015

NOS: NO-Synthase

NOX: NADPH Oxidase



HerbaProtect NOX: Mechanism of action



Approach: Mechanisms of action

UV 照射

細胞内でのUV による酵素的ストレス反応
→ NOX family (NADPH Oxidases) や
NO Synthase (NOS) がROS や NO-を産生

ROSとNOがペルオキシ亜硝酸 (ONOO-)を形成

ペルオキシ亜硝酸, がメラニンを励起

メラニンが過剰なエネルギーをゆっくりとDNAへ放出
→dark CPD（cyclobutanepyrimidine dimers）
のような遅発性のダメージを招く



CounteractingDelayedSun-InducedSkin Damage

肌の抗酸化能を向上

・Scavenging ROS, NO and ONOOˉ by 

providing antioxidativecapacity:

→Counteracts dark CPDs

→Reduces premature aging

→Protects against damage induced by the 

entire solar spectrum

•Universal photoprotectionand anti-aging 

strategy



Take Home Message

• UVによる肌のダメージは日光に当たった数時間後でもまだ発生しうる

• この現象のメカニズムは活性酸素種, 酸化窒素, ペルオキシ亜硝酸形成
からなる



• 3つの植物エキス

• Perilla leaf (Perilla Frutescens) ：エゴマ
• Pomegranate flower (Punica Granatum)：ザクロ
• Kakadu plum (Terminalia Ferdinandiana) ：カカドゥプラム

HerbaProtect NOX: Properties

NOX(lat.): Night, Darkness – protection 

continues in the dark

NOX (lat.):  Noxa – damage, harm

NOX: (chem): NADPH Oxidase, 

Nitrogenoxides: NOx – Peroxinitrite NOx 

ONOO-



• NOX (NADPH Oxidase)7 と NOS (Nitric Oxide Synthase) 6 の効果

→ペルオキシ亜硝酸形成の抑制

• 直接的抗酸化

→ ラジカルとONOO- の抑制

• 抗炎症

→ UVによる炎症を抑制

1) Premi et al., Chemiexcitation of melanin derivatives induces DNA photoproducts long after UV exposure, Science 347:842-847, 2015

4) Huang et al., Anti-inflammatory effects of Perilla frutescens leaf extract on lipopolysaccharide-stimulated RAW 264.7 cells, Molecular 

Medicine Reports 10: 1077-1083, 2014

5) Osakabe et al., Rosmarinic acid inhibits epidermal inflammatory responses: Anticarcinogenic effect of Perilla frutescens extract in the 

murine two-stage skin model, Carcinogenesis 25/4: 549-557, 2004

6) Psotova et al., Photoprotective properties of Prunella vulgaris and rosmarinic acid on human keratinocytes, J of Photochemistry and 

Photobiology B Biology 84(3):167-74, 2006

7) Takahashi et al., 1,2-Di-O-a-Linolenoyl-3-O-b-galactosyl-sn-glycerol as a superoxide generation inhibitor from Perilla frutescens var. 

crispa, Biosci. Biochem., 75(11): 2240-2242, 2011

8) Valencia et al., Nox1-based NADPH oxidase is the major source of UVA-induced reactive oxygen species in human keratinocytes, J 

of Investigative Dermatology, 128:214-222, 2007

Perilla leaf（エゴマ葉）



• 抗酸化

→ SOD や HMOX (Vitagenes)の上方制御

→ ラジカルや ONOO-の抑制

• 抗炎症

→ UVによる炎症を抑制

• Nerve growth factor (NGF)の下方制御

→疼きや痛みの知覚を抑制 = Soothing

• MMP-1 (遺伝子とタンパク)の下方制御

→光老化作用に対抗

Pomegranate flower（ザクロ花）

2) Klotzenburg et al., Neutralization of endogenous NGF prevents the sensitization of nociceptors supplying inflamed skin, European 

Journal of Neuroscience 11(5):1698-704, 1999

3) J.Smits et al., Effects of pomegranate flower complex on skin, Personal Care p. 45-50, March 2012



• 抗酸化

→ ラジカルや ONOO-の抑制

• NOS (NO Synthase)の阻害

→ ラジカル放出の抑制

• COX-2 発現の阻害

→炎症反応の抑制

9) Cock, Therapeutic properties of Kakadu plum: An update, Conference Paper: 5th Queensland Bushfoods Association Conference, 2015

10) Tan et al., Native Australian fruit polyphenols inhibit COX-2 and iNOS expression in LPS-activated murine macrophages, Food Research 

International 44:2362–2367, 2011

11) Tan et al., Antioxidant and cytoprotective activities of native Australian fruit polyphenols, Food Research International 44:2034–2040, 2011

Kakadu Plum（カカドゥプラム）

Kakadu Plum



HerbaProtect NOX: エキスの作用のサマリー



Take Home Message

• UVによる肌のダメージは日光に当たった数時間後でもまだ発生しう
る

• この現象のメカニズムは活性酸素種, 酸化窒素, ペルオキシ亜硝酸
形成からなる

• Herbaprotect NOX の原料は酵素やこれら活性分子の形成を阻害
しうる



HerbaProtect NOX: Properties

• グリセロールベース

• 防腐剤フリー

• 自己防腐

• 標準化

• 濃縮

• 使用が容易

• COSMOS 認証

• After Sun Care / Sun Care / Day Care

• アンチエイジング / 抗シワ

• 抗炎症 / 抗酸化 / Soothing-製品

• 推奨配合量: 1-3%



• ヒトケラチノサイトにおけるペルオキシ亜硝酸
のスカベンジャー活性 (in vitro)

• 20 名の被験者で化学発光にて肌の抗酸化
能を試験 (in vivo)

HerbaProtect NOX: 効果試験



• ケラチノサイト細胞培養

• 24時間 HPNOX で事前調製

• ROS 検出色素 (HPF)添加

• 蛍光検出

• „Stress treatment“:

• H2O2 – Hydrogenperoxide

• ONOO- - Peroxynitrite

試験: Peroxinitrite scavenging activity (in vitro)

HerbaProtect NOX: 効果試験



- 60% * 

- 20% 

HerbaProtect NOX: Peroxinitrite scavenging activity (in vitro)



Take Home Message

• UVによる肌のダメージは日光に当たった数時間後でもまだ発生しう
る

• この現象のメカニズムは活性酸素種, 酸化窒素, ペルオキシ亜硝酸
形成からなる

• Herbaprotect NOX の原料は酵素やこれら活性分子の形成を阻害
しうる

• Herbaprotect NOX を in vitro と in vivo にて試験した

• In vitro: Herbaprotect NOX は過酸化物やペルオキシ亜硝酸による
細胞内ストレスをそれぞれ60% と 20% 抑制した



• 光の発光を測定することによりラジカ
ル反応を測定

• 誘導後: ICL シグナルは肌の „抗酸
化ステータス“ に関係する

Jain et al., Non-invasive in vivo measurment of oxidative stress in human skin, SOFW-

Journal 136:9, 2010

Taken from: F. Kayibri, Untersuchung oxidativer Prozesse anhand induzierter ultraschwacher Photonenemission (UPE), 2005

HerbaProtect NOX: induced chemiluminescence (in vivo)

(Ultraweak photon emission)



• 修正した UV-A ストレス ICL-S プロトコル

• 0.5 と 1 MED UVAによる肌ストレス

MED: Minimal Erythema Dose（最小紅斑量）

• 20 名の被験者 (白人) 

• 照射から5 分後:

HPNOX 配合クリーム (1% と 3%) 使用

• t0, 15min 後と 120 min 後でICL-S 測定

Blank
non 

irradiated

HPNOX

1%

Blank
irradiated

HPNOX

3%

t0 t15min. t120min.

0.5 / 1 MED 

UV-A

ICL-S t0 ICL-S t1 ICL-S t2

Application

of creams

HerbaProtect NOX: induced chemiluminescence (in vivo)

t5min.



ICL シグナルの減少は肌の高い抗酸化能とラジカル関連反応の少なさを示している

• 即効的かつ濃度依存的効果

• 15 分後: 38% 減少

• 2時間後: 44% 減少 (3% HPNOX)

45% 減少 (1% HPNOX)

Blank
non irradiated

HPNOX

1%

Blank
irradiated

HPNOX

3%

試験: induced chemiluminescence (in vivo)  (0.5MED)

HerbaProtect NOX: Efficacy tests

* *

*



• 即効的かつ濃度依存的効果

• 15 分後: 39% 減少

• 2時間後: 39% 減少 (3% HPNOX)

36% 減少 (1% HPNOX)

Blank
non irradiated

HPNOX

1%

Blank
irradiated

HPNOX

3%

Efficacy tests: induced chemiluminescence (in vivo)  (1 MED)

HerbaProtect NOX: Efficacy tests

*
*

*

ICL シグナルの減少は肌の高い抗酸化能とラジカル関連反応の少なさを示している



Take Home Message

• UVによる肌のダメージは日光に当たった数時間後でもまだ発生しう
る

• この現象のメカニズムは活性酸素種, 酸化窒素, ペルオキシ亜硝酸
形成からなる

• Herbaprotect NOX の原料は酵素やこれら活性分子の形成を阻害
しうる

• Herbaprotect NOX を in vitro と in vivo にて試験した

• In vitro: Herbaprotect NOX は過酸化物やペルオキシ亜硝酸による
細胞内ストレスをそれぞれ60% と 20% 抑制した

• In vivo: Herbaprotect NOX は塗布から数時間後においても肌の抗
酸化能を著しく向上させることができた
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ラジカル形成の阻害
抗炎症効果

ラジカルの中
和
(in vitro)

抗酸化能の向上
(in vivo)

HerbaProtect NOX: サマリー



製品情報

• UVによる肌ダメージを防ぐ
• サンバーンの抑制とスージング
• 光老化の減速

INCI：Glycerin, Water/Aqua, Punica Granatum Flower Extract, Perilla
Frutescens Leaf Extract, Terminalia Ferdinandiana Fruit Extract

表示名称：グリセリン, 水, ザクロ花エキス, エゴマ葉エキス, テルミナリア
フェルジナンジアナ果実エキス

安全性 ・光毒性なし（OECD 432）
・皮膚刺激なし（5%でのSPT, single patch test）
・変異原性なし（Ames test – OECD 471）
・アレルゲンなし（現在のEU Cosmetic Regulation）
・眼刺激ややあり（2.5%でのHET CAM）

China INCI

China REACH

ABS

Statement 
Halal



有用な組み合わせ: UV フィルターと Herbaprotect NOX



Take Home Message

• UVによる肌のダメージは日光に当たった数時間後でもまだ発生しう
る

• この現象のメカニズムは活性酸素種, 酸化窒素, ペルオキシ亜硝酸
形成からなる

• Herbaprotect NOX の原料は酵素やこれら活性分子の形成を阻害
しうる

• Herbaprotect NOX を in vitro と in vivo にて試験した

• In vitro: Herbaprotect NOX は過酸化物やペルオキシ亜硝酸による
細胞内ストレスをそれぞれ60% と 20% 抑制した

• In vivo: Herbaprotect NOX は塗布から数時間後においても肌の抗
酸化能を著しく向上させることができた

• HerbaProtect NOX はUVによる肌ダメージを防ぎ, サンバーンの効
果を抑制し, 光老化も減速させることが可能e

• Herbprotect NOX はSun Care, After Sun Care とアンチエイジング
製品への応用が可能 After Sun Care and Anti-aging products. 
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InfraGuard

Powerful protection 

against infrared and blue light
エイチ・ホルスタイン株式会社
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Infrared（赤外）– サンスクリーン剤でブ
ロックされないフリーラジカルの源

近年の研究では下記のことがわかっている。

• IR, 特に近赤外 (near IR；IRA)は真皮内

でフリーラジカル産生を誘発し、肌の抗
酸化能を低下させてしまう* 

• フィルターもIR反射剤も含まないサンス
クリーン製品ではIRにより引き起こされ

るフリーラジカル形成を防ぐことは出来
ない** 

*Schroeder et al., Infrared A Radiation Effects on the 

Skin, 2011 

**Dupont et al., Beyond UV radiation: A skin under 

challenge, 2013 

エイチ・ホルスタイン株式会社
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Near Infrared (近赤外；IRA) は肌深くに透
過する

• 肌に届く日光照射: UV 7%, 可視光
39%, IR 54%** 

• IR はヒトの目では見えないが熱と
して感じることが可能

• IRA は肌深くまで浸透 (2/3は真皮
に届く) 

*Schroeder et al., Infrared A Radiation Effects on 

the Skin, 2011 **Dupont et al., Beyond UV 

radiation: A skin under challenge, 2013 

エイチ・ホルスタイン株式会社
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肌細胞における IRA の影響

IRA はミトコンドリア中の electron 

transport chain (電子伝達鎖；ETC) に
よって吸収され, これらのオルガネラ内で
主に活性酸素種（Reactive Oxygen 

Species；ROS)の形成を招く（UVとは異
なり, 細胞膜内でROSを産生する）

→ MMP-1 発現の上昇 → Collagen-1 の破
壊

→ Collagen-1 の下方制御

→ 光老化: 肌のハリ, 弾力や密度の減少

ETC がダメージを受けて細胞がエネル
ギー (ATP) を産生できなくなる

エイチ・ホルスタイン株式会社
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ヒマワリ
– エネルギー, 完全性, 長寿の象徴

• ヒマワリは太陽の方を向き, パワーや
温かさや豊富な栄養, 太陽に起因する
象徴である

• 中国ではヒマワリは長寿の象徴である

• インカ人はヒマワリの魔法は幾何学的
な完全性に由来し、王家のエンブレム
にも使用した

エイチ・ホルスタイン株式会社
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ヒマワリ
– エネルギー, 完全性, 長寿の象徴

• 芽は植物の成長に必要な全ての栄養分
を含んでいる

• 芽は木質化されない

→ 非常に栄養価が高く脆弱で動物にとっ
て魅力的

→ 芽は高濃度の保護成分 (病気, ダメージ, 

病原菌, 過度なUV, 汚染や草食動物に対す
るもの)をもつ

→ 化粧品用植物エキスとして理想的

エイチ・ホルスタイン株式会社
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ヒマワリの芽

Mibelle社のオーガニックヒマワリ芽エキ
スは次のことが分かっている

• 線維芽細胞における H2O2- による酸
化ストレスからコラーゲンを保護
(gene array 分析, データは非公開) 

• ミトコンドリアの一般的機能をサポー
ト (主にストレスや老化に対抗するエ
ネルギー産生) → 次のスライド

エイチ・ホルスタイン株式会社
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Tara Tannins, 強力な抗酸化剤

• Caesalpinia spinosa (tara) から抽出し

たタンニンは高い効能と安定性を持ち
合わせた抗酸化剤である

• Tara はペルーのアンデス地方に由来す
る小さなLeguminous（マメ科）の木

• TaraのPod (鞘) は主な構成成分として
Gallic acid（没食子酸）をもつ加水分
解タンニンが非常に豊富である

• 感染症治療や治癒向上のための伝統医
薬として利用されていた

• タンニンは抗菌作用と収斂作用を持ち, 

効果的な抗酸化剤かつ金属イオンキ
レート剤である

エイチ・ホルスタイン株式会社
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InfraGuard

組成
INCI（標準の液体タイプ）

Caesalpinia Spinosa Fruit Pod Extract / Caesalpinia Spinosa Fruit Extract 1.5%

Propylene Glycol 30%

Helianthus Annuus (Sunflower) Sprout Extract 0.39%

Sodium Benzoate 0.12%

Phenoxyethanol 1.0%

Water ad 100%

表示名称（標準の液体タイプ）

カエサルピニアスピノサ莢エキス, PG, ヒマワリ芽エキス, 安息香酸Na,  フェノキシエタノール, 水

2倍濃縮の粉末タイプ（マルトデキストリン使用）もあり - InfraGuard pwd

マルトデキストリン, 水, カエサルピニアスピノサ莢エキス, ヒマワリ芽エキス

エイチ・ホルスタイン株式会社
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• 初代ヒトケラチノサイトを用いて表
皮を再構築

• 表皮サンプルを+/- 2% ヒマワリ芽エ
キス含有の培地中で4週間培養

• ミトコンドリアによるATP産生測定: 

Biovision ® assay kit (比色定量) 

ヒマワリ芽エキスのミトコンドリア
におけるエネルギー供給効果

ヒマワリ芽エキスは老化に対抗するため
のエネルギー産生能を細胞が維持するの
を助ける

エイチ・ホルスタイン株式会社
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InfraGuard 高い抗酸化活性を示す

InfraGuardの抗酸化力

DPPH (diphenyl-picryl-hydrazyl, 安定なラ
ジカル)を減少させる能力を測定するため
に電子スピン共鳴分光法を利用。
InfraGuard (dry matters) をピュアなビタミ
ンC と緑茶と比較した。

InfraGuard はビタミンCとほぼ同等の活
性を示し（ただしビタミンCは不安定）, 

緑茶よりも非常に効果的であった。
→ InfraGuard は効果的で安定な抗酸化剤

エイチ・ホルスタイン株式会社
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IR 照射後のミトコンドリアの完全性の保護

IR 照射はミトコンドリア内で強い酸化ストレス

を引き起こす

→ Electron transport chain (ETC) の機能障害

→ 細胞内 ROS が形成

→ 特にvulnerableなミトコンドリアDNA がダメージを受ける (ETCへの
近接, ヒストンの欠如, 修復能が限定) 

InfraGuardを用いた2つのin vitro試験では次の効果が確認された: 

1. ミトコンドリア内のROS形成の阻害

2. ミトコンドリア内のDNA分解の防止

エイチ・ホルスタイン株式会社
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1. IRによるダメージ（ROS）からのミト
コンドリアの保護

試験デザイン

ヒト初代線維芽細胞を +/- 0.1 % 

InfraGuard の条件下で1時間 IR照射 (140 

W/cm2, 33 °C) 

パラメーター

蛍光色素を用いた生細胞中のミトコンドリ
アROS産生に対するActive原料の抗酸化能

→ IR照射後のミトコンドリア ROS 産生
の明らかな上昇 (+82.1 %)  

→ InfraGuard stronglyはミトコンドリア
内でROSを強力に減少させた（IR未照射
の細胞と比較しても -50 %）

エイチ・ホルスタイン株式会社
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2. IRによるミトコンドリア中のDNA含量
減少の阻害

試験デザイン

ヒト初代線維芽細胞を +/- 0.1 % InfraGuard

条件下で24時間インキュベートした後, IRを1

時間照射 (140 W/cm2, 33 °C) 

パラメーター

ミトコンドリアDNA含量 → ミトコンドリア
DNAを蛍光色素で標識して画像測定 → 定量

IR照射はミトコンドリアDNA含量の減少を
招く (–21 %)  

InfraGuard はこれらダメージをほぼ 60% 

削減した

エイチ・ホルスタイン株式会社
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InfraGuard はミトコン
ドリアDNAを保護

ミトコンドリア DNA内の強力な減少

InfraGuard存在下ではミトコンドリア
DNA は保護される

Small green spots: Mitochondrial DNA labelled using a fluorescent dye. 

The oval structure in the middle is the cell nucleus with the chromosomes. 

エイチ・ホルスタイン株式会社
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InfraGuard はIR照射後にもMMP-1レベル
を抑制

細胞培養: 

ヒト真皮線維芽細胞

試験デザイン

IR 照射(654 J/cm3)  +/- 0.1% InfraGuard

パラメーター: 

MMP-1 遺伝子発現 (RT-qPCR) 

IR 照射はMMP-1 発現を強力に上昇させる

InfraGuard によって線維芽細胞は保護さ
れ, 未照射の細胞よりも MMP-1 産生が少
ない状態となった

エイチ・ホルスタイン株式会社
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In Vivo 試験：IRによる光老化の防止

試料: 

サンクリーム (SPF 30) + 2% InfraGuard, プラセボ

被験者: 32名 (白人, 女性26名, 男性6名; 36 – 61歳, 平均50.8歳), 日光に
曝され暖かく天候の良い地域で2-6週間夏休みを取得した方

適用: 夏に海辺で休暇期間に少なくとも1日2度使用

地域: 前腕内側

パラメーター: 

• 肌のハリ (reviscometer) 

• 表皮 + 真皮密度 (ultrasonic measurements) 

エイチ・ホルスタイン株式会社
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日光照射 (UV + IR)に対しての肌の質の向上

プラセボ (sun cream SPF30)を使

用した前腕ではハリの減少が見ら
れた。
SPF30  サンクリーム + 2% 

InfraGuard では肌のハリと密度
の著しい上昇が見られた。

エイチ・ホルスタイン株式会社
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表皮 + 真皮密度の向上

著音波イメージでは日光に曝された後に低密度を表す暗い部分が見られた (左
側の写真, プラセボ,  t1)。

InfraGuard (右側の写真, t1) で処理した側では黒い部分がほとんど見られない。
これはプラセボと比較して皮膚組織密度が向上したことを意味している。

エイチ・ホルスタイン株式会社
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Blue Light（ブルーライト）からの保護

• ブルーライトはHigh-energy visible light (高エネルギー可視光線：HEV) とも呼
ばれる

• HEV = 390 nm - 500 nm の波長

• ブルーライトの光源: the sun digital screens (TV, コンピューター, ノートパソ
コン, スマートフォンやタブレット) といった電子デバイス, 蛍光LED, lighting。
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ブルーライトは睡眠に影響を与える

• 1960年代と比較すると人々の平均睡
眠時間は2時間短くなった

• 理由の1つはブルーライトを高濃度で
発する電子スクリーンやLEDランプに
曝されることが増えたこと

• ブルーの波長はサーカディアンリズム
を制御するホルモンであるメラトニン
の阻害に最も効果的である

→ ブルーライトによってサーカディアン
リズムが崩壊

→ 健康問題
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Daily Distribution of Screen Minutes Across 

Countries (2014)
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ブルーライトからの保護

ブルーライトから目を保護する製品やコンピュータースクリーン用の製品が
出てきているが、肌のための化粧品としての解決策も必要

Lenses GlassesFunctional foodScreen 
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ブルーライトは我々の肌にどのように影響
するのか? 

• ブルーライトは肌内でRreactive

oxygen species (活性酸素種：
ROS) を生み出す

• ROS は肌の老化に関係する酸化ダ
メージの要因である

• ブルーライト照射は肌バリアの修
復を遅らせることが判明した
(Denda & Fuziwara, 2008)
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InfraGuard はブルーライトから線維芽細
胞を保護

試験デザイン

正常ヒト真皮線維芽細胞へHEV光を2時間照
射 (48.2 J/cm2, 420 – 500 nm) 

+/- 0.1 % / 0.05 % / 0.01 % InfraGuard

パラメーター

蛍光性センサーを利用して生細胞中の細胞活
性酸素種(ROS) 産生に対するActive原料の抗
酸化能を測定

→ HEV光照射後にROS産生が明らかに
増加 (43-fold)

→ InfraGuardは照射した細胞内のROS

産生を著しく抑制した

S-702
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InfraGuard はブルーライトからケラチノサ
イトを保護

試験デザイン

正常ヒト表皮ケラチノサイトにHEV光を2時
間照射 (48.2 J/cm2, 420 – 500 nm) 

+/- 0.1 % / 0.05 % / 0.01 % InfraGuard

パラメーター

蛍光性センサーを利用して生細胞中の細胞活
性酸素種(ROS) 産生に対するActive原料の抗
酸化能を測定

→ 照射後にROS産生が明らかに増加
(62-fold)

→ InfraGuardは0.05%と0.1%濃度で照
射細胞内のROS産生を著しく抑制した

S-702
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肌における大気汚染の有害性

• 環境汚染物質は肌の老化に影響
を与える

• 大気汚染物質はガスや微粒子
(particulate matter, PM)からなる

• PM は肌に浸透し炎症や肌の老
化を引き起こすROSの産生要因
となりうる
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Anti-Pollution 効果:

Particulate Matter（粒状物質）に対する保護

試験デザイン

正常ヒト真皮線維芽細胞をInfraGuardと粒
状物質（PM)で処理したものと未処理（PM 

control）を用意。 N-Acetylcysteine をポジ
ティブコントロールとした。

パラメーター

汚染物質による酸化ダメージのマーカーと
してタンパクのカルボニル化を測定

InfraGuardで処理した細胞ではカルボ
ニル化タンパクが著しく抑制された

S-704
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InfraGuard の訴求点・応用・マーケティン
グ上の利点

訴求点

•  ミトコンドリア DNAの保護

•   IRとブルーライトによるフリーラジカル形成のブロック

•   光老化の阻害 – 深い肌の層においても

•    肌密度減少の防止

応用

• サンケア

• ブルーライトプロテクト製品

• 先進的抗酸化処方

• エネルギー供給製品

マーケティング上の利点

• 3 in 1: 近赤外, ブルーライト, ポリューション
（汚染物質）保護

• SPF処方へvalue/unique selling propositionを付加

• 都市汚染やデジタル汚染からの保護

• 臨床試験済み

• Innovation prize winner 2017

エイチ・ホルスタイン株式会社
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InfraGuard/KeraGuard

Powerful protection and repair for hair
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The Hair Paradox

• 正常なキューティクルは滑らか→

光反射

• キューティクル層が薄いほど毛髪
をより壊れやすくする傾向にある

• 線維内部は親水性アミノ酸残基を
含有すうるため、キューティクル
の表面は疎水性であるにも関わら
ず毛髪は水分を吸収する→ “hair 

pardadox”
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Hair is Submitted to Regular Weathering

毛髪の変色は外的ストレス因子によるダメージである: 

• 汚染物質 (煙, タバコの煙等々)

• 日光, 風, 海水 (コーミング, ドライヤーによるブロー, 過剰な加熱) 

• 極端な化学的処置 (パーマやブリーチ) 

• 物理的ストレス (コーミング, ドライヤーによるブロー, 過剰な加熱)

• シャンプーやコンディショナー

→ フリーラジカルとROS

→ 毛髪表面のタンパク質と脂質が酸化されて分解される

→ 毛髪の脱水

→ 毛髪の構造成分であるジスルフィド結合を破壊

→ 毛髪の破壊と退色・脱色
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Hair Weathering: Stress Factors that 

Damage the Hair
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The F-Layer (Fatty Layer)

• 天然コンディショナーとして機能する耐水性
脂質膜

• 目に見えないようにキューティクルをカバー

• ヒトの髪に滑らかさとシルキー感を与える

• 主に18-methyleicosanoic acid (18-MEA) から
なる

Weathering stress は F-layer を

取り除き毛髪表面の疎水性を抑制
してしまう→毛髪の脱水等
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Hair Aging 

Hair aging =

• 毛髪タンパク質の分解と消失

• 毛髪色素（pigment）の分解

→ 毛髪がより多孔質になる→よりもろく、荒い感触、光沢がない状態になる

老化した毛髪はますます下記に敏感になる

• 還元剤や酸化剤

• UV照射や汚染物質 (フリーラジカルの源)

→ 毛髪は日常的に強化され、修復され、保護される必要がある
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InfraGuard/KeraGuard 組成

INCI（標準の液体タイプ）

Caesalpinia Spinosa Fruit Pod Extract / Caesalpinia Spinosa Fruit Extract 1.5%

Propylene Glycol 30%

Helianthus Annuus (Sunflower) Sprout Extract 0.39%

Sodium Benzoate 0.12%

Phenoxyethanol 1.0%

Water ad 100%

表示名称（標準の液体タイプ）- InfraGuard/KeraGuard

カエサルピニアスピノサ莢エキス, PG, ヒマワリ芽エキス, 安息香酸Na,  フェノキシエタ
ノール, 水

2倍濃縮の粉末タイプ（マルトデキストリン使用）もあり - InfraGuard/ KeraGuard pwd

マルトデキストリン, 水, カエサルピニアスピノサ莢エキス, ヒマワリ芽エキス
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ヒマワリ
– エネルギー, 完全性, 長寿の象徴

• ヒマワリは太陽の方を向き, パワー
や温かさや豊富な栄養, 太陽に起因
する象徴である

• 中国ではヒマワリは長寿の象徴であ
る

• インカ人はヒマワリの魔法は幾何学
的な完全性に由来し、王家のエンブ
レムにも使用した
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Sunflower Sprouts

• 芽は植物の成長に必要な全ての栄養分
を含んでいる

• 芽は木質化されない

→ 非常に栄養価が高く脆弱で動物にとっ
て魅力的

→ 芽は高濃度の保護成分 (病気, ダメージ, 

病原菌, 過度なUV, 汚染や草食動物に対す
るもの)をもつ

→ 化粧品用植物エキスとして理想的
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Tara Tannins, 毛髪におけるPro-Aging効果
に対する強力な抗酸化剤

• Caesalpinia spinosa (tara) はペルーの

アンデス地方に由来する小さな
Leguminous（マメ科）の木

• タラタンニンは高い効能を持つ抗酸化
剤で強力なフリーラジカルスカベン
ジャーである

• タラタンニンはタンパク構造に結合し
て毛髪を保護することが可能

→毛髪の中和と修復作用
→ KeraGuard は健康で輝きのある毛髪
を作り出す助けとなる
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ビタミンCに近い抗酸化力

KeraGuard強力かつ素早くフリー
ラジカルを中和する。それゆえ
KeraGuardは緑茶よりも強力でビ
タミンCとほぼ同等の活性をもつ

S-605

相対的抗酸化力

相対的抗酸化力 = フリーラジカルを中和する力
を測定

→ 高い抗酸化力は短い反応時間にもかかわらず
フリーラジカルを中和する強い能力をもつ

試験デザイン

KeraGuard (dry matter) が安定かつよく知られて
いるラジカルであるDPPH (diphenyl-picryl-

hydrazyl)を減少させる能力を測定

The anti-oxidant power of KeraGuardの抗酸化力
はピュアビタミンCをベンチマークとし、緑茶の
値と比較した

Detection

Electron Spin Resonance (ESR) spectroscopy
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Hair

天然の茶-赤褐色の毛髪

試料

• KeraGuard (水で0.5%, 2%に希釈)

• Placebo (H2O)

試験セットアップ
• 試料とともに10分間インキュベーション
• 一方は2回水で洗浄したものと、他方は洗浄なし
• UV (28,3 mW/cm2 UVA and 9,6 mW/cm2 UVB, 5 

min) 照射

検出
照射前後のメラニンのElectron Spin Resonance (ESR)

スペクトル→ 2つのシグナルの差がダメージの測定値
となる

UVストレスからの保護

Incubation in test 

product for 10 min

+ Washing - Washing

+ UVA / UVB + UVA / UVB

T0

T1
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UVストレスからの保護

KeraGuardは濃度依存的にUV

からの毛髪保護能力を著しく
向上させた。また、
KeraGuardは洗浄後でも抗酸
化保護能力を発揮する。

S-706
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KeraGuard は毛髪の色を保護する
試験デザイン

毛髪のふさを市販の赤色のヘアカラーで着色

試料

Hair serum + 0.5% KeraGuard, placebo

試験方法

I. 製品使用と洗浄 (3 回/週) を2週間のシミュレーション

II.12回の製品使用、洗浄と、間に108時間のUV照射ストレスを入れつつ15日間の強烈な日
光照射をシミュレーション

パラメーター: 0日目（day 0）、step I、IIそれぞれでの明度 L* (Chromameter)

Application of test product 

+ washing

(6 times)

Application of test product

+ UV irradiation (108 h total)

(12 times)

Bleaching / dyeing

T0 T1 T2
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KeraGuard は毛髪の色を保護

洗浄した場合と洗浄+UV照射の

いずれの場合においてもプレセ
ボと比較して0.5 % KeraGuardで

著しいヘアカラー保護効果が確
認できた

S-677
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ブリーチした毛髪の修復

ブリーチは毛髪のキューティクルの外側で、ブリーチ剤を浸透させて酸化によって色を
除去させる。

そのような化学的処理の間にF-layerとケラチンシステイン間の結合が切断される。ケラ
チン間のジスルフィド結合 (-S-S-)もまた破壊される。結果として二価イオンとの複合体
形成のために –SH基が生じる。

毛髪ダメージの測定:

Cu(II)イオンがフリー –SH基と複合体を形成することができ、Electron Spin Resonance 

(ESR)を通じて測定が可能である。毛髪のF-layerのダメージが大きくなるほど銅との複
合体を形成するためにフリーSH基が発生する
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ブリーチした毛髪の修復

試料: 水で0.5 % と 1 %へ希釈した
KeraGuard, control

試験デザイン:

Natural brownにブリーチした毛髪を試料
中で10分間インキュベートしてリンス

パラメーター

ヘアダメージ (銅の吸収, ESR)

KeraGuardは毛髪のブリーチのよるF-

layerのダメージを著しく修復する効果
を示した。

S-705



© Mibelle Biochemistry, Switzerland 2018

熱ダメージからの毛髪保護

毛髪

ヒトのナチュラルダークブラウンの毛束

試料

0.5 % KeraGuard含有Hair Serum, placebo

使用

• 毛髪繊維を試料に5秒浸し、30秒間毛束を揉み、洗い流す
→ 2 サイクル

• 8 cycles of heat damage induced with a flat iron アイロン
(Rowenta® for Elite model Look)で200 ºC、1分間、間に
30秒試料使用と洗浄ステップで8サイクル熱ダメージを発
生させた。

パラメーター

• 毛髪ダメージの度合い (電子顕微鏡でスキャン)

T0

T1

2 x pretreatment

試料使用 / 

洗浄ステップ

8 x heat damage 

アイロン
+ 試料使用 / 洗浄

ステップ
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熱ダメージからの毛髪保護

加熱後、プラセボで処理した毛髪の
キューティクルの鱗がリフトアップ
されいくつかの部分では崩壊がみら
れた。毛髪は擦り切れ、ギザギザし
たへりが出現し始める。

With 0.5% KeraGuardではキュー

ティクルが保護され、加熱後も
キューティクルの鱗はフラットな状
態を保っていた。
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Anti-Pollution 効果
Hair : 自然かつ化学処理されていない白人の髪

試料: 0.5 % KeraGuard 水溶液、コントロール (水)

Application: 

1. 0.5 % KeraGuard 液中で毛髪を1時間プレインキュベート(コントロール：水中でイン
キュベート)。このうち1房はこの前処理後に洗い流した

2. 15 分間汚染物質ストレスを与えた (粒子を含有した水溶液中でインキュベート) 。

3. 6時間 UV-A 処理

Control Control 0.5% KeraGuard 0.5% KeraGuard → rinsing

After  pollution stress + UVBefore 
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Anti-Pollution 効果: 

酸化ダメージからの保護

酸化ダメージを測定するため毛髪
からタンパク質を抽出してカルボ
ニル化タンパクを検出した→酸
化ダメージの測定

0.5% KeraGuard での処理では都
市公害により引き起こされる酸化
ダメージからの著しい保護効果が
観察できた。この効果は洗い流し
た後でも観ることが出来た。S-758
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Anti-Pollution 効果: 毛髪上のカルボニル化
タンパクの可視化

KeraGuardで処理した毛髪の房では毛髪上の赤色に標識されたカルボニル化タンパクが
少ない→都市公害からの保護
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Anti-Pollution 効果: 毛髪の電子顕微鏡写真

KeraGuard で処理した毛髪の房では粒子の沈着や毛髪表面ダメージが減少した→都市
公害からの保護
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KeraGuard
訴求と応用例
マーケティング上の利点

訴求

• 毛髪を熱やUVストレスから保護

• 化学的処理をした毛髪を修復

• 毛髪の退色を防止

• 毛髪の弾性を回復

応用例

• シャンプー、コンディショナー、ヘアマスク

• スタイリング剤

• カラー保護製品

• ヒートプロテクション処方

マーケティング上の利点

• 非常に強力な天然の抗酸化複合体

• Leave-on と rinse-offの処方の両方で効果的

• 防腐剤フリータイプ（粉末タイプ）もあり



NATURA-TEC 

ABYSOFT

A SOLUTION FOR HEALTHIER HAIR



Natura-Tec 
Abysoft

INCI名
Crambe Abyssinica 

Seed Oil Phytosterol 
Ester

表示名称
クランべアビシニカ種子
油フィトステロールエステ

ルズ

COSMOS 認証

MPE for skin, 
make up and 

Hair care 
applications



“Multi tasking complex” 

エルカ酸を豊富に含んだアブラナ科のクランベアビシニ
カ種子油由来のエステル
クランべアビシニカオイルにフィトステロールの生物活性
を組み合わせることで能力を向上

由来: 

Crambe abyssinica（クランべアビシニカ）: 東アフリカの
地中海地域に由来 (Abyssinia = Ethiopia)

Natura-Tec Abysoft
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Natura-Tec Abysptの効能

毛髪への効果
・ツヤ向上：「neutral shampooで洗浄後に5% Abysoft使用を使用してリンス」

を12回繰り返した後にツヤが50%向上
・弾力向上：上記と同じ操作を12回繰り返した後にハリが191%向上
・ボリュームアップ：フィルム形成により髪のボリュームを即座に向上
・くし通りの良さを向上：濡れた状態でのの毛髪の毛髪の梳きを促進し、髪の

スタイリング時の脱毛数を減少させる
・Heat protection（熱からの保護）：

3% Abysoft 含有リーブオンコンディショナーはプラセボと比較して
毛髪ダメージを46%減少させた

・UV / Sea water protection（UV / 海水からの保護）：3% Abysoft 含有
リーブオンコンディショナーではプラセボと比較して48%以上毛髪の
ダメージを軽減

・Color fading protection（退色からの保護）：
ΔL → Abysoft はより暗い色を維持する→Abysoft はピグメント消失を防ぐ
ΔE → Abysoft を利用した場合のカラー退色は製品未使用やプラセボと
比較して小さい

→ Abysoft は毛髪上のあらゆるFromulatinをsheathe（覆う）
→ Abysoftは劇的なヘアダメージ保護効果を持つ
その他の効果： スキンケア→保湿、 メイク →色素の分散性の向上



PhytoCellTecTM Solar Vitis

皮膚幹細胞をＵＶから保護するブドウエキス



エイチ・ホルスタイン 東京支店

PhytoCellTecTM Solar Vitis 

ブドウのちから

• ガメ・タンテュリエ Fréaux

• フランスのバーガンディ地方に伝わ
るブドウの希少品種。

• ＵＶ保護に役立つ強力な抗酸化成分
とラジカルスカベンジャーを含みます。
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PhytoCellTecTM –

フィト＝植物 セル＝細胞 テック＝工学
植物幹細胞エキスを生産する新テクノロジー

ブドウ果実の幹細胞を採取

↓

カルス生成

↓

工業スケールで培養

↓

エキス抽出

↓

乾燥
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PhytoCellTecTM : 

概要

• ブドウ果実を無菌的に採取する。

• In Vitroにてカルスを生成する。

• カルスから安定的に増えている幹細胞を分離する。

• 寒天培地の上で培養する。

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/1/18/Callus1.jpg
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PhytoCellTecTM 

幹細胞の製造

• 脱分化を進め、均一な世代の細胞を入手したのち、液体培地に移す。

• 浮遊培養法にて継続的に細胞を増やす。(倍加時間：2から10日間)
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PhytoCellTecTM Solar Vitis 粉末の製造

植物細胞を収穫した後、リン脂質と一緒に1200気圧でホモジナイズ

細胞壁を粉砕して細胞成分をリポソーム化

マルトデキストリン乾燥

乾燥
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PhytoCellTecTM Solar Vitis 

組成

• ブドウ果実細胞エキス 0.8%

• レシチン 0.8%

• イソマルト 93%

• 安息香酸ナトリウム 0.3%

• 水 ~6%
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粉末の利点

• 安定性の確保

• フェノキシエタノールを必要としない。

• 高濃度の配合が可能 （5倍濃縮粉末→使用量が5分の１）
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幹細胞とは

皮膚幹細胞の機能

• 自己複製 –未分化の状態で増殖を続
ける機能

• 分化能 –様々な種類の細胞に分化す
る機能

• 基本的な役割 –死んだ細胞に代わっ
て、傷ついた組織を再生する。
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皮膚の中の成体幹細胞

皮膚の中には主に２種類の幹細胞が存在します。

タイプ 場所

表皮幹細胞 表皮基底層

毛包幹細胞 毛包
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上皮幹細胞

基底層に位置する細胞の２－７％は幹細胞である。

表皮前駆細胞

表皮幹細胞

TA細胞

基底膜
真皮

基底層

有棘層

顆粒層

角質層
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幹細胞と肌の老化について

• 皮膚幹細胞はダメージを受け、老化した細胞と入れ替わる。

• 紫外線照射やその他の環境的、内因的ストレスは幹細胞の機能や活性に負
の影響がある。

• 老化、もしくは紫外線ストレスを受けた皮膚の幹細胞は細胞数と各細胞の活
性が低下している。

• 若い内からの肌の老化が始まる前に、幹細胞を保護する必要がある。
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植物幹細胞が皮膚幹細胞の与える影響

• 皮膚幹細胞と同様に植物幹細胞にも多くのエピジェネティックファクターが

存在している。エピジェネティックファクターは遺伝子やタンパク、細胞の働

きを調節する因子

• 植物幹細胞には以下のような特別な成分が入っている。

– 皮膚幹細胞を活性化する。

– 負の環境ストレスから保護する。
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UV Radiation and Skin Stem Cells

UVフィルターサンスクリーン

表皮幹細胞

基底層

基底膜

表皮

真皮

UV照射

ROS + toxins 

Sun cream with UV

-

表皮幹細胞
基底層

基底膜

Reflection 

Absorption 

ケラチノサイト

PhytoCellTecTM Solar Vitis
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PhytoCellTecTM Solar Vitis

表皮幹細胞の活性測定

→ コロニー形成効率(CFE)

プロジェニターセルを低濃度で播種し、試験サンプル加えて一定期間後にコロニーの
数をカウントする。

+ PhytoCellTecTM Solar Vitis

培養

CFEの決定

A colony formed by 

a single stem cell
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コロニー形成効率の向上

S-261/©Mibelle Biochemistry 2009
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ＵＶ照射に対する効果

• PCT Solar Vitis はコロニー形成

効率を 86% 向上させた。

• ＵＶ照射によりコロニー形成効率

は58%減少した。

• PCT Solar Vitis共存下でＵＶ照

射によるコロニー形成効率の減

少を防ぐ効果があった。

S-245/©Mibelle Biochemistry 2009
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PhytoCellTec™ Solar Vitis

アイデア、ストーリー

• 強い抗酸化力を持つブドウをエ
キスがＵＶから幹細胞を守る。

• 細胞を光老化から守る。
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PhytoCellTec™ Solar Vitis

アプリケーション

• 幹細胞化粧品

• スキンケア、ボディケア用原料として

• デイリーケアの基礎化粧品として



Carotolino
Blue Light Protection and a Vivid Look



At a Glance

Carotolino – Blue Light Protection and a Vivid Look

• ブルーライトダメージ肌。ブルーライト保護に対応する天然成分
はカロテノイドである。

• ブルーライトからの保護の他にもカロテノイドの局所使用は肌の
色を改善することが可能

• Carotolino は完全に安定なカロテノイドを含有するアクティブ原
料で、下記の効果をもつ

〇ブルーライトからのシールド（吸収）

〇ブルーライトによるROS産生を中和

〇健康で明るい肌色をサポート

• Carotolino は相乗的に肌を保護して生き生きとさせる

※ Carotolinoのカラーコンセプトは主に白色人種にフォーカスして
いるが決して人種を差別するものではない。



Blue Light Protection
Two Sources of Blue Light Necessitate Novel Skin Care

• ブルーライトは太陽光の波長の一部
で肌の奥深くまで透過し、早期の肌
老化の引き金となる

• 今日われわれが浴びるブルーライト
の多くは電子デバイスに由来するも
のである

デジタル依存によって近代のスキン
ケアには天然または人工のブルーラ
イトからの保護を必要である



Blue Light Protection
Blue Light-Induced Skin Damage

• 可視光は3つの波長範囲をもち、
そのうちのブルーライト (High 
Energy Visible Blue Light = HEV) 
は最も大きなエネルギーをも
たらす

• 日光により産生するROSの50% 
は赤外線と可視光（特にブ
ルーライト）によるものであ
る

• ROS は間接的なダメージをも
たらし、早期の肌老化を招く



Carotenoids
(1) Blue Light Protection Invented by Nature

• カロテノイドを持たない緑葉植物は存在
しない

• カロテノイドは植物を下記によって保護
する

〇ブルーライトの吸収

〇ブルーライトにより産生するROSの中和

• カロテノイドはヒトにも組み入れること
が可能であるため、この天然のメカニズ
ムはヒトにも移行可能



Carotenoids
(2) Natural Skin Color Enhancer

• ヒトの肌の色は3種の色素から構成されている：ヘモグロビン、メラニン、カ
ロテノイド

• 果物や野菜を多く摂取する人は魅力的な肌色を作るために必要な十分量のカ
ロテノイドを摂取できるため、より健康的な肌トーンをもつ

Pale skin color Vivid skin color





構成
Carotolino – the Best of Carrots (Daucuscarota)



Mode of Action

(1) 直接的ブルーライト

プロテクション

(2)   間接的ブルーライト

プロテクション

(3)   肌の色の改善



安定性分析

Carotolino は完璧に安定化したカロテノイドを提供

目的: 

異なる保存条件の下に調製した他の化粧品用カロテノイドとCarotolino
との安定性の比較評価



安定性分析
Carotolino は完璧に安定化したカロテノイドを提供

結果:

CarotolinoはIPM中のカ
ロテノイドよりも優れ
た安定性を持つ



結果 & 結論:

• Carotolino は温度上昇にも安定なカロテノイドを提供する

• Carotolino は長期のブルーライト保護効果と長期の肌色改善効果
を保証する

安定性分析
Carotolino は完璧に安定化したカロテノイドを提供



in vitro Activity
Carotolinoは効率的にブルーライトをシールドする

目的: 

Carotolino が選択的にブルーライトを吸収し、化粧品処方中でブ
ルーライトから保護するかを示すこと



結果:

• Carotolinoは原料として400-500nmの波長のブルーライトを効果的に吸収した (A)

• Carotolinoは希釈溶液にて選択的にブルーライトをフィルターにかけた (B)

• Carotolinoは化粧品処方中で著しくブルーライトをシールドした (C)

結論:

• CosmeticformulationswithCarotolinoを用いた化粧品処方は直接的にブルーライトをシール
ドすることで肌を保護する

in vitro Activity
Carotolinoは効率的にブルーライトをシールドする



in vitro Activity
Carotolinoはブルーライトによる酸化ストレスを抑制する

目的: 

Carotolino の局所的塗布でブルーライトにより誘導される酸化スト
レスを抑制されることを示すこと



結果 & 結論:

• CarotolinoはブルーライトによるROS産生をおよそ30%抑制した

• Carotolinoの局所的塗布は酸化ストレスを通じた間接的なブルーラ
イトダメージから肌を保護する

in vitro Activity
Carotolinoはブルーライトによる酸化ストレスを抑制する



in vivo Activity
Carotolino は肌を明るく生き生きとさせる

目的: 

Carotolinoの局所的塗布による繊細な色最適化能力を確認すること



結果 & 結論:

• 0.5 - 1% Carotolinoは淡い肌トーンをより生き生きとした外観へ変化させた

• Carotolinoの局所的使用によって即効かつ長期の肌色改善効果が得られる

in vivo Activity
Carotolino は肌を明るく生き生きとさせる



Consumer Self-Assessment Test
Carotolino は化粧品処方を改善する

目的:

0.5 % Carotolino配合クリームに関して下記を確認すること:

〇肌を生き生きとさせることでskin colorを見る見るうちに変化させる

〇普段の肌の見た目の改善（健康的、魅力的）

〇消費者へその製品をお勧めして処方へ価値を付加することを納得させる



結果:

• 肌の色を最適化: 消費者はCarotolinoによる肌の色の変化に満足し、健
康的で魅力的になったと認識した

• 色の変化は決してオレンジ色過ぎないと認識した

Consumer Self-Assessment Test
Carotolino は化粧品処方を改善する



結果：

通常の肌外観の改善: 消費者はCarotolino使用後に肌が生き生き
と、健康的で、若々しくかつより魅力的になったと判断した。

Consumer Self-Assessment Test
Carotolino は化粧品処方を改善する



結果:

製品への革新と推奨度の向上: 消費者はCarotolinoを添加した製品を購入したい
という気持ちになり(+30%) 、製品を勧めたい気持ちになった(+45%)

Consumer Self-Assessment Test
Carotolino は化粧品処方を改善する



結果:

製品価値の向上: Carotolinoを添加すると製品の推定価格は14% (2.80€)上昇す
る。（追加の製造コストはたった0.02€ ）

結論:

Carotolino は処方に価値を付加し、明らかな肌色の改善を実感できる

Consumer Self-Assessment Test
Carotolino は化粧品処方を改善する



Carotolino – Blue Light Protection and a Vivid Look

推奨用途:

• 日常の保護クリーム

• アンチエイジング

• 顔やボディのプロテクトケア

• アフターサンケア

• ナイトクリーム

• 目のクマのケア

• リップバーム (色とブルーラ
イト保護)

• カラープロテクトヘアケア



原料情報

INCI: CanolaOil, Daucus Carota Sativa (Carrot) Seed Oil, 
Daucus Carota Sativa (Carrot) Root Extract, Helianthus Annuus
(Sunflower) Seed Oil, Tocopheryl Acetate, Beta-Carotene

全成分表示名称：カノラ油、ニンジン種子油、ニンジン
根エキス、ヒマワリ種子油、酢酸トコフェロール、カロ
チン

製品特性:

• 安定化されたニンジン根エキス、ニンジン種子油、β-
カロテン成分

• 赤色-オレンジ色、オイル状の粘度のアル液体

• 防腐剤フリー/自己防腐作用

推奨配合量: 0.1 - 1% （オイル処方では3%まで）


